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将来計画R / D予算申し込み

｢大強度陽子リニアックの設計のための研究」

（１）研究の目的

大型ハドロン計画の主要設備である陽子リニアヅクの設計を進めるために、

加速空洞とマイクロ波源に関する開発研究を始める。

この設計研究において、主に研究対象とする陽子リニアックの概要は次のと

おりである。

イオン源体積生成型イオン源5 0      k e V程度

RFQ 400-450     MHz,        3     MeV程度、Ｆ
Ｌ

注 )  D T L :   d r i f t  t u b e  l i n a c

（２）昭和６２年度における計画

( a ) 体 積 生 成 型 イ オ ン 源

６ １ 年 度 か ら 所 長 留 置 に て 開 始 。 進 行 中 。

( b)   RFQリニアック

既に進行中の 2 0 0 M H z のモデルの実験を完結させる。

( c )   CCL空洞の基礎研究

空 洞 ( A P S な ど ） の 製 作 法 の 研 究

( d ) マイク ロ 波 源 の 開 発 研 究

フルバヮー変調器の製作

クライストロンの基礎研究

、Ｆ
Ｌ
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（３）予算要求

縫 額

（内訳）

5 0 ０ 0万円

1０ ０ 0万円

4 0 0 0万円

モデル空洞の製作

R F電源の試作

なお、イオン源、R F Qについては、P s の運転経費で行う。

（４）実施の体制

加速器研究部の中に、「大強度陽子リニアックワーキング・グループ」

を設ける。

K E K内の加速器関係者の参加を得、さらに核研などからも参加を得て実

施グループを編成する。

摩

（５）申し込み責任者

加速器研究部 木 原 元 央

（６）お願い

実施作業の内容については一部検討を行っておりますが、具体的内容につ

いては今後検討を行う必要がありますので、計画の大枠を承認していただけるこ

とを希望しております。具体案がまとまり次第提出致します。
砂
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昭和６ ２年６月１日

高エネルギー物理学研究所

加 速 器 研 究 部 木 原 元 央

｢大強度陽子 I ノニアックワーキング・グループ」

発足のお知らせ

４月２７日K E Kで開催された『第１回大型ハドロン計画構想連絡協議会」にお

いて、特にエネルギー１ G e V 程度の陽子リニアックに関して早急に R / D 作業

を開始することが必要であるとの観点から、当面KEK加速器研究部の責任で、

核研がこれに協力してR / D作業を進めることになりました。これを行うため今

回、「大強度陽子 I ノニアックワーキング・グループ」を K E K 加速器研究部内

に発足させることにいたしました。

摩

このワーキング・グループでは、

（１）陽子リニアックの全体設計

（２）空洞の特性評価と製作法の研究

（３）大出力r f源の開発

などを行うことにより、大型ハドロン計画の発足と共に直ちに建設に取りかかれ

るよう、技術及び建設コストの両面から総合的な設計研究を進めます。
解

R / Dの作業に協力して下さる方の積極的な参加をお願いいたします。参加申し
′

出またはお問い合わせは下記連絡先にお願いします。

( 3 0 5 ) 茨 城 県 筑 波 郡 大 穂 町 上 原 １ - １

高エネルギー物理学研究所加速器研究部

木 原 元 央 ま た は 山 崎 良 成

( T e l )  0 2 9 8 - 6 4 - 1 1 7 １ ( 代 ）

(連絡先）
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､ ̅ 一 声

（２／２）
なお、ワーキング・グループの運営は全体会議と世話人会で行い、世話人会には

幹事を置くことといたします。また、随時サプグループのミーティングを開催い

たします。なお、世話人会のメンバーは次のとおりです。

新 井 重 昭 ( I N S )

穴 見 昌 三 ( K E K )

加 藤 隆 夫 ( K E K )

木 原 元 央 ( K E K )

高崎栄-      (KEK)

馬 場 斉 ( K E K )

福 本 貞 義 ( K E K )

森 義 治 ( K E K )

（ 幹 事 ） 山 崎 良 成 ( K E K ) 髭鰯蝿、

ロ 。 ● ■ ■ ■ ロ ● ■ ■ ■ ● ● ー ● ● ー ● ● ■ ■ ■ ● ● ー ● ● ー ■ ● ー ● ● ー ● ● ー ● ● ー ● ● ■ ■ ■ ● ● ー ● ■ ー ● ● ー ● ● q ■ ■ ● ● ■ ■ ､ ● ● ■ ■ ■ ■ ● ー ● ● ー ■ ● ー ● ● ー ● ● ■ ■ ■ ● ● ー ■ ■ ー ● ● ー ● ロ ー ● ● ー ● ● - ● q ■ 4 ● 虹 言 二 ＝ 二 二 三 二 二 二 冒 二

第１回ワーキング・グループ全体会議を下記の要領で開催いたします。

日 時 昭和６２年６月１９日（金）

1 ０時 3 0 分 - 1 2 時

高エネルギー物理学研究所

１号館談話室

場 所

'緬蝿

旅費の支給の用意がありますので早めにご連絡をお願いいたします。

(連絡先） 高エネルギー物理学研究所

加速器研究部事務室角田（つのだ）

(Tel)       0２98-６４-１  1７1   (内)   4 0 ０ ７
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大強度陽子 Iノニアックワーキング・グループ

設計の基本方針と６２年度の作業計画

(第１回ワーキング・グループ資料 昭和6 ２年Ｓ月１ ９日）

１．基本方針
一

一

大強度陽子リニアックの基本性能を当面以下のよう陸設定する．

加 速 エ ネ ル ギ ー -
ビーム電流
ビーム・パルス幅
操り返し

- ̅ 具 ． ． - ・ ・ - ． ．

Ｏ ら 4 m s ． - ． 号

５ ０ H z二二二・ニー 心二〃て)ﾍﾉｒｒ夕御iS -
腰

- ざ ’ １ - 章 - も - 言 一 号 - - “ - - → - - - - ．

この性能を達成するために以下の組合せを検討することとする．

． ． - 二 ： 皇 一 一 二 - ． - - 二 ・ - , _ - 二 一 ． 字 ．

イ オ ン 源 体 積 生 成 型 イ オ ン 源 約 5 0 k e v
RFQ     -…４０0-     ４５0MHz…約3M e V
D T L - . 4 0 0 -     4 5 0 M H z ？ 約 1 5 O M e V
C C L     １ ２ 0 0 - 1 3 5 0 M H z 約 １ G e V ｡ ＝ ● ●

これらのパラメータは開発研究の過程において見直しを迫られることもありうる。
このリニアックの実現には技術上開発すべき要素があり、以下の項目につき

昭和6 2年度から開発に着手する必要があると思われる。

２．昭和６ 2年度の計画摩 一

（１）全体設計、ビーム・ダイナミックス
‘ 全体設計の第１次案を作る。（２）-（５）の開発状況に応じて柔軟に対

応する。ビーム・ダイナミックスの研究を進める。
既に開発された種々のフ・ログラムを更に充実する。３次元空洞プログラム

の使いこなし。
（２）体積生成型イオン源

既に開始されておりこれを継続する。
(3)   RFQリニアック

２ ０ OMH zのR FQの実験を完結し問題点を洗いだす。その経験を生か
して 4 ０ 0 M H z R F Q の 設 計 研 究 を 行 う ．

-1-



4００MH Z D T L の設計研究、製作法の研究をおこなう。
( 5)  CCL空洞

の両者に対し製作法の研究を行い、数セル-1 0セル程度のモデル機及び
実機の製作を行う。
( 6 ) 変調器（テスト用負荷芝含む）

最大6MWのクライストロン（効率４ 0%、パービアンス2 )を想定して、
1 4 0 k V,    1 0 ５ A、パルス幅０．７ms、繰り返し5 ０ H zの変調器を製作
する。ラインタイプ、、ハードチュープタイプ、またはアノード変調によるかを比
較検討しなければならないが、･当面ラインタイプを想定してはどうか。
（７）クライストロン

１ 3 0 OMH z付近のクライストロンを導入してはどうか。変調器諺CC
Ｌ空洞と合わせて１システムのテストができるようにする。

パルス幅０．7ms ,   6MWクライストロンに相当するダイオードの試作

僻

に着手する。---…一一一

■ 一 ●

ｰ

● 一 一 Ｄ Ｃ

で Q

一 つ ■ ● ＝ 餌
■ 鍔

→

､ - １ ， - 剣

一 一 一 一 守 一 一 一 一 ｃ - = 一 一 ■ ・ 万 一 一 汗 ･ 画 一 → 一 々 ● 一 安 ど ち ｻ ｰ ｰ や 童 . - 一 ・ 一 一 ー

■ 一

■ ■

一 ● ロ
一 三

-
ー

一 句 一

重 や 必

■ ご ～ ﾑ の

- ー

｡ - ● 勺 = ロ

凸 一 ・ ● ●

解 ■ - ＝

少 牛

一

Ｆｑ

や 一

一 早 ■
- ､

- Ｆ ● ● ● ● ■ の ■ ｡ ● 空 一

一 ○ 一 ヶ
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大差/夏鴇等クニアガ・ﾜｰｷﾝﾌｰ.クループ．
第 具 画 急,今
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